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平成 29 年 12 月 13 日 

(2017 年)  
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健康福祉常任委員会管外視察について､次のとおり報告いたします。 

 

１ 調査先及び調査事項    

 

 特別養護老人ホーム芙蓉苑 

・介護ロボット普及推進の取り組みについて 

 相模原市 

・障害に対する理解を深めるための具体的施策について 

 富士見市 

・あいサポート運動について 

・ヘルプカードの配布について 

   小山市 

    ・緑の健康づくりの森について 

 

２ 調査期間     

 

平成 29 年 10 月 31 日(火)～平成 29 年 11 月２日(木) ２泊３日 

 

３ 調査先対応者 

   

特別養護老人ホーム芙蓉苑 

施設長                     小 林   央 

 介護係長                   間 宮 伸 夫 

 神奈川県保健福祉局福祉部高齢福祉課主事    内 藤 駿 介 

  

相模原市 

議会事務局議会局次長             長 田   尚 

 議会事務局議会局政策調査課副主幹       髙 橋 和 道 

 健康福祉局福祉部障害政策課長         有 本 秀 美 

 健康福祉局福祉部障害政策課担当課長      富 樫   晃 

 健康福祉局福祉部障害政策課主任        野 島 貴 博 

 

富士見市 

議長                     尾 崎 孝 好 

議会事務局長                 加 治 政 彦 

議会事務局主査                水 宮 明 美 

 健康福祉部障がい福祉課長           朝 倉 朋 栄 

 健康福祉部障がい福祉課障がい者支援係長    三 浦   崇 

保健福祉部地域医療推進室医療推進係長     関 口 律 子 

 



3 
 

小山市 

議会事務局議事課議事調査係主事        入 野 陽 道 

議会事務局議事課主事             伊 藤 貴 章 

 保健福祉部健康増進課長            大保寺 和 子 

保健福祉部地域包括ケア推進課長        三 柴 智恵子 

保健福祉部地域包括ケア推進課在宅医療介護連携係長 

        桒 原 洋 子 

保健福祉部健康増進課地域医療推進室担当    砂 山 俊 之 

保健福祉部地域医療推進室医療推進係長     関 口 律 子 

保健福祉部地域包括ケア推進課地域支援係長   福 原   円 

 

４ 用務経過等 

 

＜特別養護老人ホーム芙蓉苑＞   10 月 31 日（火） 

  午後１時 30 分頃、特別養護老人ホーム芙蓉苑に到着。 

小林施設長より歓迎の挨拶をいただいた後、デイサービスフロア及び介護老人福祉施

設（居室）を訪問し、介護ロボット（パルロ）を使用したレクレーションや、介護ロボ

ット（パロ）と利用者との触れ合いを現地視察した。その後、小林施設長、間宮介護係

長より、調査事項についての説明を受け、事前に送付した質問項目に対する説明・回答

をいただき、質疑、意見交換を行った。また、介護ロボットを使用し、実際に体験した。 

                                          (午後３時 20 分頃視察終了) 

■介護ロボット普及推進の取り組みについて 

 社会福祉法人同塵会（特別養護老人ホーム芙蓉苑）は、平成 24 年度に神奈川県と「介

護ロボット普及推進センター事業に関する協定」を締結し、介護、医療分野の従事者の

負担軽減、サービスの質の向上等につなげるため、介護ロボットの使用・評価、視察・

見学者の受け入れを行っている。 

導入効果が高いと考えられる介護ロボットとしては、「みまもりシステム」を挙げられ、

本システム導入により、利用者の状態（離床や乗床）を検知し、アラームによる通知や、

過去データからの個人の行動履歴の把握が可能となり、利用者の事故防止や介護者の負

担軽減につながっているとのこと。 

また、「パロ（癒し、認知症ケア）」や、「ＰＡＬＲＯ（コミュニケーション）」、「うな

ずきかぼちゃん（認知機能向上、癒し）」、「スマートスーツ（腰痛予防）」、「ロボットア

シストウオーカー（歩行支援）」などの紹介があり、「パロ」については、利用者が限定

されるものの、夕方徘徊されることが多い入居者に対し、徘徊される時間にパロと触れ

あうことにしたところ、一定の徘徊抑止効果があったとの話であった。 

                                           

＜相模原市＞   11 月１日（水） 

  午前９時 20 分頃、相模原市議会に到着。 

議会事務局の長田次長より歓迎の挨拶と市及び市議会の概要説明をいただく。その後、

福祉部障害政策課の有本課長、野島主任より調査事項について説明を受け、事前に送付
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した質問項目に対する説明・回答をいただき、質疑、意見交換を行った。 

                                          (午前 11 時頃視察終了) 

■障害に対する理解を深めるための具体的施策について 

 相模原市では、平成 29 年度より「共生社会の実現に向けた市の取組」として、①障害

者理解啓発事業と②障害者理解研修事業と③障害者理解促進事業を進めている。 

①障害者理解啓発事業 

相模原市では、「共にささえあい、生きる社会」という市独自のキャッチフレーズ

を策定し、このキャッチフレーズを活用した共生社会推進事業として、現在策定中の

第３期障害者計画のタイトルとしての使用や、ラッピングバスの走行による啓発活動

を実施している。ラッピングバスは、２台作成し、平成 29 年 12 月～30 年２月までの

３カ月間走行させる予定であり、その他、本デザインを使用した横断幕や公用車貼付

用マグネットシート、ノベルティグッズ等の展開を予定している。予算は、バス１台

あたり約 80 万円で総額約 200 万円とのこと。 

②障害者理解研修事業 

同市では、市職員、福祉サービス事業所職員向けに、下記の２つの研修を実施した。 

ⅰ）福祉部職場研修「障害者差別解消研修」 

対象：市職員  

内容：障害者の人権及び障害のある方への配慮について 

参加人数：約 60 人 

ⅱ）「福祉におけるアンガーマネジメント～誰もが幸せな共生社会を目指して～」 

対象：福祉サービス事業所の職員、支援者  

内容：支援者を対象としたアンガーマネジメント（怒りの感情コントロール） 

参加人数：約 180 人 

 ③障害者理解促進事業 

  障害への理解を深める情報発信サイト「さーくる」の運営、障害者週間のつどいに

関する既存事業の拡充、ヘルプマークの作成、配布及び啓発活動等を実施。 

ⅰ）障害への理解を深める情報発信サイト「さーくる」 

障害への理解を深めること、障害者団体の情報発信を目的として開設。市内

の障害者団体の高齢化や会員数の減少が課題となっており、情報発信を通じて

会員増加を図りたいとのこと。 

ⅱ）相模原市障害者週間のつどい 

平成 29 年度は、「心の輪を広げる体験作文」や「障害者週間ポスター」入賞

者の表彰式の開催や、障壁のない音楽会を開催する予定。 

ⅲ）ヘルプマークの配布 

平成 29 年３月より、神奈川県の事業として配布開始。相模原市では市内８か

所の窓口にて 555 個を配布（平成 29 年９月末現在）。平成 29 年度は市独自でヘ

ルプマーク柄を使用したグッズを作成予定。 

 

＜富士見市＞   11 月１日（水） 

  午後２時 10 分頃、富士見市議会に到着。 
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まず、富士見市議会尾崎議長より歓迎の挨拶と市の概要説明をいただき、健康福祉部

障がい福祉課の朝倉課長、三浦係長より調査事項について説明を受け、事前に送付した

質問項目に対する説明・回答をいただき、質疑、意見交換を行った。 

                                          (午後３時 40 分頃視察終了) 

■あいサポート運動について 

あいサポート運動は、様々な障害の特性を理解して、障害のある方が困っていること

に対して、ちょっとした手助けや配慮などを実践することで、誰もが暮らしやすい地域

社会（共生社会）の実現をめざしていくことを目的として、平成 21 年 11 月に鳥取県独

自の取り組みとして始まった。 

富士見市では、平成 25 年 12 月に埼玉県で開催された「手話言語条例に関するシンポ

ジウム」に富士見市・三芳町の両首長が参加されたことをきっかけとして、あいサポー

ト運動の取り組みが始まり、平成 26 年 10 月に鳥取県、富士見市、三芳町であいサポー

ト運動の推進に関する協定を締結し、平成 28 年度より富士見市社会福祉協議会に事業を

委託することにより実施している。 

現在、同市でのあいサポーター研修受講者は 3,954 名（平成 29 年９月末現在）。 

■ヘルプカードの配布について 

同市では、平成 27 年度に市単独事業としてヘルプカード 2,000 枚を作成した。予算規

模は約 10 万円（送料込）。市民、障害者団体からのヘルプマークに関する要望をきっか

けとして、当時、同市で聴覚障害者用災害時バンダナの作成検討をしていたこともあり、

災害時・緊急時に手話を必要とする、自分のことを知ってもらうカードとしてヘルプカ

ードを作成したとのこと。（※聴覚障害者用災害時バンダナ：災害時に手話のできる人が

一目でわかるような目印となるバンダナ） 

また、ヘルプマークではなくヘルプカードとした理由は、ヘルプマーク自体の認知度

が低いことから、カード型で必要な情報を記載できるものとしたとのこと。 

平成 29 年９月末で 1,020 枚を配布。配布方法は、窓口で希望者に配布している。 

                                           

＜小山市＞   11 月２日（木） 

  午前９時 25 分頃、小山市健康医療介護総合支援センターに到着。 

保健福祉部の大保寺健康増進課長より歓迎の挨拶をいただき、地域医療推進室担当の

砂山様より小山市の概要説明及び調査事項について説明を受け、事前に送付した質問項

目に対する説明・回答をいただき、質疑、意見交換を行った。 

                            (午前 11 時 20 分頃視察終了) 

■緑の健康づくりの森について 

 緑の健康づくりの森整備事業は、健康都市おやま宣言（平成４年）、環境都市宣言（平

成 20 年）を経て、平成 22 年度に第６次小山市総合計画が策定され、本計画の「みんな

が健康で安心できる暮らしづくり」の施策の一環として「緑の健康づくりの森基本計画」

の整備事業が位置付けられ、平成 24 年度に策定された。この計画の目的は、新小山市民

病院を核とした健康づくりから介護に至るまでの包括的拠点施設を整備すると共に、市

民病院移転後の跡地を活用した地域完結型医療体制の整備を行い、切れ目のないサービ

スの提供体制を構築することとされている。 
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本事業の直接的な要因は、小山市民病院の移転新築問題であり、旧小山市民病院は、

施設の老朽化、医師・看護師不足等で、慢性的な赤字経営となっていた。同市では、様々

な病院改革に取り組むこととなり、老朽化した市民病院の建て替えを最優先の課題とし、

新たな病院移転新築に向けて検討。移転先候補地として「緑の健康づくりの森」の一画

に新病院が建設されることとなった。 

「緑の健康づくりの森」には、新小山市民病院、健康医療介護総合支援センター、小

山思いの森（健康づくりの公園）等が整備されている。 

①健康医療介護総合支援センター 

平成 28 年４月に開設され、健康維持・増進から介護に至るまでの地域包括ケア

推進の拠点づくりを目指し３つの機能を持っている。 

ⅰ）健康改善・健康増進機能（乳幼児健診・各種研修会） 

ⅱ）医療機能・地域医療連携機能（夜間休日急患診療所、医師会、歯科医師会） 

ⅲ）在宅医療・介護機能（24 時間対応訪問看護ステーション、基幹型地域包括 

支援センター） 

②小山思いの森 

平成 28 年 10 月に開設され、ウオーキング・ジョギングコース、健康遊具、各

種ニュースポーツ広場、多目的広場（ヘリポート）が整備されている。 

 また、旧市民病院移転後の跡地には、新小山市民病院の後方支援病院として回復期リ

ハビリ病院等を整備することにより、地域完結型医療体制の構築を図る。平成 31 年開設

予定。 
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